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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/822    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  29/786    (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ  19/07     (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ  19/077    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  27/04    　　　Ｕ
   Ｈ０１Ｌ  27/04    　　　Ｌ
   Ｈ０１Ｌ  27/04    　　　Ｈ
   Ｈ０１Ｌ  29/78    ６１３Ｚ
   Ｇ０６Ｋ  19/00    　　　Ｈ
   Ｇ０６Ｋ  19/00    　　　Ｋ

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月1日(2011.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
互いに対向するように設けられた第１の絶縁体及び第２の絶縁体と、
前記対向する第１の絶縁体と第２の絶縁体との間に設けられた半導体集積回路及びアンテ
ナと、
前記第１の絶縁体及び前記第２の絶縁体の前記半導体集積回路と反対側の表面にそれぞれ
設けられた導電性遮蔽体とを有し、
前記第１の絶縁体及び前記第２の絶縁体の少なくとも一方は、繊維体に有機樹脂が含浸さ
れた構造体を有することを特徴とする半導体装置。
【請求項２】
互いに対向するように設けられた第１の絶縁体及び第２の絶縁体と、
前記対向する第１の絶縁体と第２の絶縁体との間に設けられた半導体集積回路及びオンチ
ップアンテナと、
前記第１の絶縁体及び前記第２の絶縁体の前記半導体集積回路と反対側の表面にそれぞれ
設けられた導電性遮蔽体と、
前記オンチップアンテナと電磁結合するブースターアンテナとを有し、
前記第１の絶縁体及び前記第２の絶縁体の少なくとも一方は、繊維体に有機樹脂が含浸さ
れた構造体を有することを特徴とする半導体装置。
【請求項３】
請求項２において、
前記半導体集積回路は前記ブースターアンテナを介して外部と無線通信を行うことを特徴
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とする半導体装置。
【請求項４】
請求項１乃至３のいずれか一項において、
前記導電性遮蔽体は積層構造であることを特徴とする半導体装置。
【請求項５】
請求項１乃至４のいずれか一項において、
前記導電性遮蔽体は、金属膜を有すること特徴とする半導体装置。
【請求項６】
請求項１乃至４のいずれか一項において、
前記導電性遮蔽体は、金属酸化膜、金属窒化膜、又は半導体膜を有することを特徴とする
半導体装置。
【請求項７】
請求項１乃至６のいずれか一項において、
前記第１の絶縁体及び前記第２の絶縁体の少なくとも一方の厚さは、５μｍ以上５０μｍ
以下であることを特徴とする半導体装置。
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